




Environmental History of Yangtze River Basin (Part 3) 
-Evolution of Irigation Systems for Pady Rice 
in the Taihu Plain, Yangtze Delta, China-
Y asuhi Motoki 
Abstrac Recntly archeolgical and enviromental studies led to the 
discovery of the Yangtze civilization in the Yangtze valey, China, whic 
devloped an urban revolution based on pady rice cultivation at early 
times. This discovery promts to questions such as what are the georaphi-
cal charcteristics of the city, what wer the conditons for ancient irigated 
pady fields and if those sytem contiued until today, disapeared, or 
wer modife to some extent. 
The main objective of this study is to compare trends of areal changes 
in the uper, midle and lower reachs of the Yangtze river, and to corelate 
them with modern problems from an environmental-historicl viewpoint. 
Special consideration was given to the evolution of the irigation sytems. 
The presnt paer is focused in the Taihu plain of Yangtze river, Yangtze 
delta. The field survey was done in the region around Y ohan county includ ・
ing Liangzhu ruins, the most typical early ancient city. 
Key words: 環境史 Envirometal history, 長江 Yangtze river, 太湖平
原 Taihu plain, 良渚遺跡 Liangzhu ruins, 灌漑システム Irigation sys-
terns 
























































で能 (193), G. B. Cresy (1936), 池田 (1940), 米倉 (1960), 長瀬
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長江流域の環境史(3) 一太湖平原良渚遺跡周辺の灌漑水利変容ー 31 
杭州湾








































（括弧内，筆者注）という．その良渚玉器について蘇（張訳） (204 : 203) は，
「精緻で美しいばかりでなく，通霊宝玉でもあり神器」であって，「良渚方国は
すでに至尊天帝を代表し，衆人の上に高くのしかかる人王もいた」との見方を
長江流域の環境史(3) ー太湖平原良渚遺跡周辺の灌漑水利変容ー 3 
写真 1 • 大莫角山遺跡と神人獣面紋
左上 ：水田後方の小高い丘が莫角山追跡．東西670m ,南北45Qm,





「神徽」（写真 1 )に注日して，神話考古学の陸 (201) lO )や斑境考古学の安田
(209) I I)も独自の解釈をも って支持している．





























長江流域の環境史(3) 一太湖平原良渚遺跡周辺の灌漑水利変容ー 35 
以上を要するに，良渚文化には「文明」的性格が色濃く表われており，また
その生産的甚盤は湖沼が展開する低湿地であって，稲作の技術（農具）が進歩



















部の丘陵山間地にも 5 -lOOm の小盆地が見られる一方，平野部にあっても
20-30m 台の残丘が各所に分布している．元来は杭州湾が浸入していたとこ
ろが，約60 年前に陸化し，湖沼化が進んだ（『余杭県志』， 190; 47). 今日





















































































これに対して (2) と (3) の地名は数多く見られる. (2) は堤防で囲んで
水利を計り農地を造成したことが示されている．これは低湿地あるいは湖沼に

























れた. 1958 年に良渚人民公社となり良渚と沈橋の 2管理区をもち， 1985 年 8 月
に良渚鎮となった. 16 の行政村を管轄し，合計9 の村民小組があり，住民は
143 の自然村に分かれて分布し， 5389 戸， 2万28 人．満族 2人を除くとすべ
て漢族である．

















1985 年当時，鎮の耕地は総土地面積の84.9% を占め，他に山林 (2. 7%) と
水面 (7.0%) が主な土地利用であった．食糧作物は水稲が中心で外に大，小
麦，油料作物が栽培されている．養蚕，水産物，豚や羊の飼養がみられる．郷
村の企業では紡績機械，印刷工場など， 60 を数える. 1985 年の総生産額は2059
長江流域の環境史 (3) ー太湖平原良渚辿跡周辺の灌慨水利変容ー 41 
写真 2 良渚遺跡周辺の20 年当時の景観
左：瑶山迫跡から望んだ平野中心部(」 ::. )，耕地整理工 事（中），基本農田保護（下）
右：伝統的な人裳利用（上），乾繰後の籾の調整（中）， クリークと住宅の結合（下）




図 4 良渚鎮周辺の水路網と集落配置（範囲は図 2参照）
(190 年の土地利用図をもとに作成．集落配置と水路網の配個は，
解放前の1940 年代当時とほとんど変っていない）
長江流域の環境史 (3) ―太湖平原良渚迫跡周辺の灌漑水利変容ー 43 
G, H, I. J, K: 住宅団地，
建設中の高速道路
図 5 良渚鎮付近の都市化する農村







イパスの建設が進んでいる（図 5). 甚図は201 年の衛星写真．図中の記号は
190 年当時の土地利用図（図 4参照）になかった新しい漿観要索である．全体
にまだ耕地が卓越しているが，都市化の傾向は明らかである．住宅団地は，旧





























が52.6%, 浙江省3.2%, 上海13.6%, 安徽省0.7% を占める）は，一部にみ
られる残丘 (20m 以下，蘇州の虎山や無錫の恵山）を除くと，全体に浜堤．
砂丘やラグーン，湖沼からなる平原をなしている．孫等 (198) によれば，太
湖地区の総面積35,27 固のうち水域面積は17.5% (6,174. 国），また水域面積





は 4- 5 m, 東部は浦西岡身地帯 (4-5m) と浦東の海積平原とつづく．これ
に対して中央部の湖沼の分布地域は，海抜 4-5 m 以下の低湿地となっている．










































































第 2は，「囲田・ j:f 田」についてである．いわゆる運河を除くと，クリーク
の発達と密接に関わる水田の形態であることは言うまでもないが，従来の研究
では若干の混乱があった．このことについては先駆的な研究を行った池田





で発生（高橋監修・鏑木訳192 : 12) したとする説明も同様である．また
「太湖地区の囲田は春秋末期に起源をもち，戦国から秦にかけて次第に発展，

































いったことが明らかにされていることも判明した（呉， 196) l6). 
第3は，「塘浦堤田システム」に関する議論である．このことについては，





る．例えば，米倉 (1960 ; 302) は以下のように述べている．
「陥唐の盛世となると強大なる国家権力のもとに，大規模な土木工事が行
われることになった．江南の米を国都長安に遭運するための大運河の整偏




































ことになり，奸田の面積の細分化（池田1940 : 4-5) がすすみ，妍浦好田シス
テムが瓦解に向かう中で，湮浜体系ともいうべきクリークの形成に向かう段階
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， ン.,. 東海， ， 
’’’’王知,... 
図7 五代呉越時代の塘浦奸田概略図
• • 宋・馬198 ; 37, 図6-7 より引用）












































































































































4) 上掲 2) の著者は次のように指摘している．「グローパリゼーションを分析の枠
長江流域の環境史 (3) ー太湖平原良渚遺跡周辺の灌漑水利変容ー 57 
組みに取り入れると，国内的な視座，歴史的な歩み，そして内発性がなおざりに
されるほどに外的な力学が特別扱いされる嫌いがある．また，社会・文化的，政
治的変数が除外されるほどに，経済的側面が重視される」（谷村訳208 : 16). 
5) Georg B. Cresy (1936), 森編 (192) による詳細な研究がある．




いる」 （ルドルフ P. ホムメル／国分訳192 : 7), 「江南地方には外人が crek
と称する複雑な溝渠網が存在し，その景観はわが筑後川下流平野に酷似している」
（米倉1960).
7) 今 B, 長江デルタにおいて急激な勢いで進む近代化と伝統的水文明との間にみ
られる対立・矛盾の諸現象に鑑み，サミュエル・ハンチントンのいう「文明の衝
突」（サミュエル・ハンチントン20) になぞらえ，このような表現を使用した．









神でもあった」（陸201 : 405-6). 





12) 黄 (192) は以下のように記している．「三角形斜柄大石刀（一種の吹伐工具）
は，主に水田の小木や雑草とりに使われ，梨耕が行われていた．浙江省銭山渫遺





14) 宮 (198) は長江デルタを 4 つの土地類型に区分している. (1) 三角州平原類
型 (Deltaic plain type) : 太湖平原の北，束，南外部にあり，海寧，杭州に至る
弧形の地帯（杭州湾から浙江沿岸の海抜 5- 7 m) と上海，蘇南域内は 3-5 m で，
水路が密集し，河道は浅く，水面は土地面積の 5-7 %を占める．沿海（江）堤防
あるいは河岸堤防で保護され，塩水の浸入を避け，堤外は低乎な潮灘となってい
る. (2) 湖蕩平原類型 (Lake and aluvial plain with polder type) : 太湖平原
の中で最も低湿な地域で，太湖およぴその周囲のf易澄一淀測湖区， i兆滴湖区，菱
湖区と芙蓉!-f 一帯．大部分は海抜 3 - 4 m (局部的に 2 m 前後），洪水位より低い
土地で，縦横に走る河川は広く水深があり，水面は地区面積の20% 以上を占める．
堤防が築かれ，堤防で囲まれた農区，すなわち“水郷澤国“の地である. (3) 水
網平原類型 (Netd river plain type) : 太湖の南北両側，嘉興以南と蘇州・無
錫・ 常州一帯の一部に見られる．嘉興，桐郷一帯では長期にわたる人間の作用に
よって土地の平坦性は薄れ，高低差が見られる．海抜3.5- 5 m の間で，水路が密
集し，土地面は大部分洪水位より高く，水面が占める面積は10% 以下である．炉
寧，炉杭鉄道が通る区間で，太湖地区では平田が分布する地帯であり，晨業生産
条件が最も優れた地区である. (4) 高充平原類型 (Moderatly hig sandy 
plains and sandy type) : 太湖平原西北部の，緩傾斜をなし，海抜 6 - 8 m (最高
で 9-lOm), 河川や水路は少なく肥沃土は低い．









長江流域の環境史(3) ー太湖平原良渚遺跡周辺の灌漑水利変容ー 59 
かすると良渚以前の稲作の状況，あるいはデルタ内に残存してきた1B来の粗放農
業の姿を強調されて伝えてはいないか，ということも考慮してみる必要がある．
17) 筆者は未見である．この論拠としたのは宋代の〈文献通考〉倦六 <.tf 田水利＞
＜湖田囲田＞である．
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